
写真でたどる
わがまち

阿南の軌跡

910

▲津波で押し流された路線バス（橘町鵠付近）

▲

国
道
55
号
を
駆
け
抜
け
る
聖
火
ラ
ン
ナ
ー
（
宝
田
町
付
近
）

▲開校後に行われた入学式（阿南工業高等専門学校）

▲県内で初めて民間によって整備された有料
道路「津峯スカイライン」

▲旧富岡東高等学校跡地に建設された市役所庁舎とスポーツセンター

昭
和
33
年
５
月
１
日

市
制
施
行

　

昭
和
33
（
１
９
５
８
）
年
５
月
１

日
、
富
岡
町
と
橘
町
が
合
併
し
、

県
下
４
番
目
の
市
と
し
て
阿
南

市
が
誕
生
し
ま
し
た
。
合
併
の

話
が
も
ち
上
が
っ
て
以
来
、
幾

多
の
曲
折
を
重
ね
て
き
た
だ
け

に
、
新
市
誕
生
の
喜
び
は
ひ
と

し
お
で
し
た
。

　

当
時
の
人
口
は
６
万
２
３
７
４

人
、
面
積
は
２
５
０
・
９
平
方
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
で
、
面
積
は
県
下
第

一
、
人
口
で
は
徳
島
市
に
次
ぐ
県

下
第
二
の
都
市
と
し
て
歩
み
始
め

ま
す
。
初
代
市
長
に
は
、
富
岡
町

長
で
あ
っ
た
澤
田 

紋
氏
が
就
任

し
ま
し
た
。

財
政
の
確
立
と
市
発
展
の
基

盤
と
な
る
工
場
誘
致
こ
そ
が

百
年
の
大
計
で
あ
る 　
　　

 
。

　

県
南
の
中
核
都
市
と
し
て
の
役

割
を
果
た
し
、
堅
実
に
発
展
を
遂

げ
る
た
め
、
市
政
の
最
重
要
課
題

と
し
て
取
り
組
ん
だ
の
が
、
財
政

の
健
全
化
と
企
業
誘
致
を
中
心
と

す
る
成
長
政
策
で
し
た
。

　

昭
和
31
年
に
公
表
さ
れ
た
「
経

済
白
書
」
で
、
政
府
は
「
も
は
や

戦
後
で
は
な
い
」
と
新
し
い
時
代

の
訪
れ
を
告
げ
、
日
本
経
済
が
本

格
的
な
高
度
成
長
の
軌
道
に
乗
る

中
で
、
新
市
の
抱
く
夢
は
大
き
い

も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

財
政
再
建
団
体
か
ら
の
脱
却

　

合
併
以
前
の
昭
和
30
年
度
末
に

お
け
る
富
岡
町
、
橘
町
の
一
般
会

計
の
赤
字
額
は
、
１
億
円
を
超
え

て
い
ま
し
た
。
両
町
は
、「
地
方

財
政
再
建
促
進
特
別
措
置
法
」
の

手
続
を
経
て
、
昭
和
31
年
に
再
建

団
体
の
指
定
を
受
け
ま
す
。
そ
の

適
用
は
新
市
に
も
引
き
継
が
れ
ま

し
た
。

　

財
政
再
建
と
い
う
重
荷
を
背

負
っ
て
の
船
出
と
な
っ
た
阿
南

市
。
財
政
運
営
に
制
限
を
受
け
る

中
、い
ち
早
く
取
り
組
ん
だ
の
が
、

▲昭和 34 年 8 月に操業を開始した
神崎製紙㈱富岡工場

▲庁舎が新築されるまで、市役所として使用されていた旧富岡町役場（現在の阿南信用金庫本店付近）

阿
南
市
誕
生

伸
び
ゆ
く
阿
南

「
工
場
設
置
奨
励
条
例
」
の
制
定

を
は
じ
め
と
す
る
工
業
開
発
、
す

な
わ
ち
企
業
誘
致
を
中
心
と
す
る

成
長
政
策
で
し
た
。
誘
致
工
場
が

も
た
ら
す
雇
用
の
創
出
と
財
政
収

入
の
増
加
に
大
き
な
期
待
を
か
け

た
の
で
す
。

　

市
は
、
こ
の
条
例
制
定
を
機

に
工
場
誘
致
活
動
を
精
力
的
に

推
進
し
、
昭
和
30
年
代
に
は
豊

益
町
へ
の
神
崎
製
紙
㈱
富
岡
工

場
、
橘
町
幸
野
へ
の
四
国
電
力

㈱
新
徳
島
発
電
所
、
40
年
代
に

は
、
日
本
電
工
㈱
徳
島
工
場
な

ど
の
誘
致
に
成
功
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
総
事
業
費
２
０
０
億

円
に
達
す
る
橘
湾
一
帯
の
大
臨
海

工
業
地
帯
構
想
を
打
ち
立
て
る
な

ど
、
新
産
業
都
市
の
指
定
を
視
野

に
入
れ
た
取
組
へ
と
発
展
し
て
い

き
ま
す
。

　

こ
の
間
、
チ
リ
地
震
に
よ
る
津

波
や
第
二
室
戸
台
風
に
よ
る
甚
大

な
被
害
を
受
け
ま
し
た
が
、
こ
の

苦
難
を
市
民
と
と
も
に
乗
り
越

え
、
目
標
と
し
て
い
た
昭
和
40
年

度
に
、
市
発
足
当
時
の
赤
字
の
解

消
を
実
現
し
た
の
で
す
。

新
産
業
都
市
指
定

押
し
寄
せ
る
近
代
化
の
波

　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
目
前

に
控
え
た
昭
和
39
年
１
月
、
阿

南
市
を
含
む
県
内
４
市
11
町
村

が
新
産
業
都
市
に
指
定
さ
れ
、
市

内
は
お
祝
い
ム
ー
ド
一
色
と
な

り
ま
し
た
。
新
た
な
飛
躍
・
発
展

の
足
掛
か
り
を
得
た
阿
南
市
は
、

こ
こ
か
ら
工
業
開
発
を
中
心
と

し
た
近
代
化
が
急
速
に
進
展
し

て
い
き
ま
す
。

　

工
場
誘
致
と
合
わ
せ
て
港
湾
や

工
業
用
水
道
、道
路
な
ど
の
産
業
・

都
市
基
盤
整
備
が
進
め
ら
れ
、
国

道
55
号
は
、
県
南
に
通
じ
る
最
重

要
路
線
と
し
て
昭
和
38
年
頃
か
ら

拡
張
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　

一
方
、
工
業
化
や
産
業
の
発
展

を
支
え
る
経
済
界
の
母
体
づ
く
り

や
人
材
育
成
の
た
め
の
社
会
的
環

境
整
備
も
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

昭
和
37
年
４
月
、
県
立
阿
南
工
業

高
等
学
校
が
開
校
。
そ
の
翌
年
に

は
、
市
長
を
先
頭
に
、
国
・
県
の

関
係
者
に
よ
る
熱
心
な
誘
致
活
動

が
実
を
結
び
、
国
立
阿
南
工
業
高

等
専
門
学
校
が
開
校
し
、
２
つ
の

高
等
工
業
教
育
機
関
が
新
設
さ
れ

ま
す
。

　

ま
た
、
同
じ
年
に
阿
南
商
工
会

議
所
が
設
立
さ
れ
、
翌
年
に
は
、

桑
野
町
に
県
立
阿
南
職
業
訓
練
所

が
開
設
し
ま
し
た
。

　

ま
ち
の
近
代
化
が
進
展
す
る

中
、
市
民
生
活
を
支
え
る
施
設
の

充
実
も
図
ら
れ
ま
す
。

　

昭
和
38
年
、
旧
富
岡
東
高
等
学

校
跡
地
に
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
が

完
成
。
昭
和
41
年
に
は
市
役
所
新

庁
舎
が
、
そ
の
２
年
後
に
は
消
防

庁
舎
が
完
成
し
、市
役
所
周
辺
は
、

警
察
署
、
保
健
所
、
公
共
職
業
安

定
所
な
ど
が
建
ち
並
ぶ
、
新
た
な

官
公
庁
街
が
形
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
文
化
、
芸
術
、
生
涯
学

習
活
動
も
盛
ん
に
な
り
ま
し
た
。

市
民
の
文
化
活
動
の
盛
り
上
が
り

を
受
け
、
昭
和
49
年
に
市
民
会
館

が
オ
ー
プ
ン
。
昭
和
56
年
に
は
、

３
万
冊
の
図
書
を
揃
え
て
市
立
図

書
館
が
開
館
し
ま
し
た
。

脚
光
を
浴
び
る
観
光
都
市

　

海
と
山
の
景
観
を
兼
ね
備
え
る

阿
南
市
は
、
観
光
都
市
と
し
て
も

大
き
く
脚
光
を
浴
び
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

　

昭
和
39
年
、
淡
島
海
岸
を
起
点

に
蒲
生
田
岬
を
経
て
室
戸
岬
に
至

る
延
長
約
２
０
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

の
海
岸
一
帯
が
「
室
戸
阿
南
海

岸
国
定
公
園
」
と
し
て
指
定
さ

れ
、
昭
和
42
年
に
は
見
能
林
町
か

ら
津
峯
山
８
合
目
ま
で
の
有
料
道

路
「
津
峯
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
」
が
開

通
し
ま
す
。
当
時
は
、
観
光
事
業

が
近
代
産
業
の
花
形
と
し
て
大
き

く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
時
代

で
、
国
定
公
園
の
指
定
は
、
豊
か

な
自
然
と
す
ば
ら
し
い
景
観
を
誇

る
阿
南
市
の
知
名
度
向
上
や
観
光

振
興
に
大
き
く
寄
与
す
る
も
の
で

し
た
。


